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特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク 

第 7 期（平成２４年度） 第７回 理事会 議事録 

 

１ 日時：平成２５年１月１９日（土）１９：３０～２1：０４ 

２ 場所：筑紫小学童保育所 

３ 出席者理事  ２２名 （内議決権行使書提出者４名：  

中村陽子理事、濱崎真理理事、岩下聖子理事、長澤典子理事） 

  欠席者理事   １名 （井上あかね理事） 

その他出席者 監事２名・窓口指導員２名・事務局２名 

議題 

１． 理事長挨拶 

２． 協議事項 

 改正定款細則、運営規程の施行時期について 

３． 審議事項 

改革に係る就業規則の改定について    … 資料番号１ 

人事管理委員会設置規程の制定について   … 資料番号２ 

平成２５年度の役職員採用試験・異動の実施について  … 資料番号３ 

１） 職員採用 

２） 専務理事採用 

４．連絡事項等 

①本部役員選考会について 

②第２回代表者会議の開催について 

③平成２５年度 年度当初からの特別加配要望について  … 資料番号４ 

④保育理念の制定について     … 資料番号５ 

⑤法人主催 AP研修会の参加申込みについて 

⑥HP稼働について 

⑦ドッジボール大会の会計報告及び課題等について     

     

議事に先立ち、定款第３６条の規定により理事長が髙木副理事長を議長指名し、髙木副理事長が受諾した。 

議長より資料訂正の説明と発言する際の注意事項と本理事会は理事２３名中、議決権行使書提出者４名を含

む、出席理事２２名で定足数を満たしており、定款第３７条の規定により有効に成立する旨の報告がなされた。 
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【議事の経過及び質疑応答】 

議題１ 理事長挨拶 

（横田理事長）より、１２月理事会での改革にかかる定款変更並びに定款細則、運営規程改正の承認のお礼と

挨拶がなされた。 

 

   

議題 2  協議事項  改正定款細則、運営規程の施行時期について 

（横田理事長）より、『定款細則、運営規程の改正については定款変更承認と一括審議及び承認を頂いたため

に、前回理事会では誤って定款変更案ともに総会に上程する旨の総括を行ったが、規程等の変更は理事会承

認で充分なことから総会に上程せず、施行時期を総会翌日にしたい。』旨の説明がなされた。 

 

特に意見はなく、定款細則、運営規程の施行時期は総会翌日からとする旨の確認がなされた。 

 

議題３  審議事項 

① 改革に係る就業規則の改定について 

（横田理事長）より、資料番号１をもとに『改革に係る定款変更案・改正定款細則・改正運営規程の改正によ

る人事権の整合性を図るため、主任指導員の任命権を各学童から執行部へ移管する。』旨の説明がなされ

た。 

 

特に意見はなく、原案通り承認された。なお、実施時期は、総会翌日とする旨の補足がなされた。 

 

② 人事管理委員会設置規程の制定について 

 （横田理事長）より、資料番号２をもとに『今回の改革に当たり、職員の公平・適正な人事管理を図るため従前の

配置会議に代わり人事管理委員会を設置する。なお、業務内容の特殊性を考慮して当委員会は常設委員会と

は区別し、執行部の諮問機関として設置する。』旨の説明がなされた。 

 

特に意見はなく、原案通り承認された。なお、実施時期は、総会翌日とする旨の補足がなされた。 

 

③ 平成２５年度の役職員採用試験・異動の実施について 

（横田理事長）より資料番号３をもとに、２６年度の指導員等の採用の異動の発令手続き方針、常勤専務理事

候補の選考手続き年棒等についての説明がなされた。『今回の改革に当たり人事権の整理がなされ、職員の採

用、異動は執行部と人事管理委員会の所管事項となったが、正式には定款変更後の運用となるため、平成25年

度の職員採用については過渡的処置として本提案のとおり現執行部２名と理事 3名、職員 3名の試験委員で、

異動等については執行部にて決定したい。』旨の提案がなされた。また、１月３１日までに、指導員に対する所見

調査票の理事長親展での提出依頼がなされた。 

 

 （原田 渡辺理事）より、『改革の目的のひとつは、保護者役員の負担軽減であると認識しているが、非常勤であ

る学童会長に職員全員に対する具体的所見を求めるのはこの改革の趣旨に逆行するのではないか。問題のな

い先生に関しては「特になし」というような一文でもかまわないのか。』旨の質問がなされた。 
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（横田理事長）より『会長に指導員についての所見を求めるのは、人事にかかる指導員等の意向と現場の意見を

相互に検証し適切な人事配置をするためで、現在、職員にしか行っていない意向調書（現継続希望調査）とバラ

ンスを図るためである。会長は非常勤であり、指導員一人ひとりの能力や素行をすべて把握できているとは私も考

えていない。よって、所見は会長個人の所見でだけでなくても、当然ながら役員さんや保護者さんの意見を参考

にしてもかまわない。わかる範囲で記載してもらえれば有難い。※１ また、今回の会長所見は２５年度以降の適切

で効果的な人員配置と指導員の資質を向上させるための研修計画立案の参考にする※２ということも含むので、

できれば全員分の記入をお願いしたいが、判断が付かない場合は｢特になし｣一文でもかまわない。』旨の回答が

なされた。 

 

※１ 来年度以降は会長所見の不足の部分や必要な部分については執行部（常勤専務理事）が現地に行き、職員の意向調書と検

証しながら、必要な人（指導員・会長）に面談する。現場で解決が図れるものは現場で解決し、異動が適当なものは人事配置計画を

立て、人事管理委員会で検討することになる。 

※２ 効果的な研修計画を立案するにあたり指導員の資質の程度を知る必要があるため。 

 

（原田 岡理事）より『職員の主任昇格の認定と専務理事の役職手当及び勤務時間について聞きたい。』旨の質

問がなされた。 

 

（横田理事長）より『現在は主任への具体的な昇格の基準はなく、各学童に所属する指導員の中から保護者会が

選ぶ形になっている。今回の改革で人事権の整理によりその昇格についての判断は人事管理委員会に諮問す

ることになるため、人事管理委員会で個別に判断するか、昇格基準を明確に定め、人事管理委員会で運用する

かになるが、どうするのかについては今後の課題である。常勤専務理事の役職手当は特になく、年棒は総額で２

３０万円である。その算定根拠は職員一人あたりの人件費の見積もりが２００万円であるため、その約２ヶ月分の30

万円を専務理事の役職手当分として200万円に上乗せしたものを年俸とした。勤務時間は、常勤であるので事務

員と同じ月～金の１０時から１８時を想定している。』旨の回答がなされた。 

 

（二日市北 山下理事）より『二日市北では、短期間で先生が辞めてしまった。面接だけで、指導員に向いている

かどうかを見極めるのは難しいので、お試し期間を設けることはできないのか。』旨の質問がなされた。 

 

（横田理事長）より『本採用であっても試用期間はあるが、合わない人はすぐに辞めてしまう。どう本人の適性や資

質を見極めるかはどこの企業の人事担当者の悩みではないかと思う。短時間の面接だけで、人を見極めることは

難しく、ご意見のとおり本採用の前に適性を図るための試験としてのお試し期間との考え方もあるかとは思う。今

後、指導員の定着率等をみて試験内容はどのようなものがよいか等を検討したいと思う。二日市北では早くから

加配指導員の募集も行っているが、未だになり手がないという現実がある。これは加配指導員の職種固有の問題

であると考えている。そもそも加配指導員は障害児がいる学童に配慮して人員を増やすことができるよう行政が補

助金を付けていただいている非正規の指導員のことであり、なにもひとりで障害児を担当するということではない。

一人が担当するメリットもあるかとは思うが、本来、特に注意を要する障害児の面倒は主任指導員や正規指導員

の仕事であって、期間限定の非正規の指導員が担当するのは社会通念上荷が思いと思われる。実際の運用とし

て学童の全指導員がシフトを組んで障害児を見ているところもあり、そちらの方が雇われる方の心理的負担が軽
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いと思われ、二日市北のような状況も回避できると思う。非正規指導員と現加配指導員の職種を一本化し、支援

児は、指導員全体で看ていくようにしたいと考えている。職種の統合については人事配置上もスムーズに行えるメ

リットもあるため来月の理事会で正式に提案したい。』旨の回答がなされた。 

 

（二日市東 井上理事）より『所見調査票の提出方法を教えてほしい。』旨の質問がなされた。 

 

（横田理事長）より『理事長親展で封をして事務局へ送ってほしい。』旨の回答がなされた。 

 

（指導員会 井上指導員）より『正規指導員が退職した場合、そこに新規採用者をいれるのか。』旨の質問がなさ

れた。 

 

（横田理事長）より『正規指導員が抜けた後に必ずしも新規採用者を入れるとは考えていない。現場が混乱しない

ように考えて指導員配置を行いたい。』旨の回答がなされた。 

 

（窓口 井上指導員）より『正規指導員が退職した後に新規採用者が配属されれば子ども達も落ち着かず継続的

な保育に支障がでる。数年前の指導員待遇改善の時、非正規指導員を経てから正規指導員になるとしていた。』

旨の意見がなされた。 

 

（横田理事長）より『私もそのようにした方が現場の負担が少ないと考えている。また人事施策上も理にかなってい

ると思う。ただ、正規指導員退職者の人数と来年度正規指導員設置定数、非正規から正規指導員への職種変更

希望者の人数にもよるので全て上手くいくものではない。』 

 

（二日市北 杉村理事）より『事務職員採用とあるがどういうことか。』旨の質問がなされた。 

 

（横田理事長）より『事務職員２名とも退職する。二人同時に辞めると事務処理が停滞するので引き継ぎ期間も含

めて考えているので早めの採用となっている。』旨の回答がなされた。 

 

（二日市北 杉村理事）より『募集の周知はどのようにするのか。』旨の質問がなされた。 

 

（横田理事長）より『ハローワークとホームページに掲載したい。』旨の回答がなされた。 

 

他に意見はなく原案通り承認された。なお、会長からの指導員に対する所見調査票を厳封の上理事長宛親展扱

いで１月３１日までに事務局へ提出してもらうよう依頼がなされた。 

 

（横田理事長）より『試験委員は、執行部２名、理事３名、職員代表１名としたい。職員代表は過日の主任者会議

で理事長が指名することになっているが、理事３名をこの場で決めたい。』旨の意見がなされた。 

協議の結果、原田の渡辺理事、二日市東の井上理事、阿志岐の福尾理事の３名が試験委員として決定した。 

 

議題４  連絡事項等 
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① 本部役員選考会について 

（議長）より『本部役員選考会を４月上旬に行い、詳細は後日連絡する。新理事候補に、４月上旬に選考会を行

う旨の連絡をしてほしい。』旨の説明及び依頼がなされた。 

 

② 第７期 第２回代表者会議の開催について 

 （議長）より、『第２回代表者会議を、筑紫学童にて３月１６日（土）午後１時３０分から３時の一時間半程度行う。

新旧会長と担当理事及び数名の主任が出席予定。会長の職責の確認等を行いたい。詳細は、後日文書を配布

するので、新旧会長への連絡をお願いしたい。』旨の説明と依頼がなされた。 

 

③ 平成２５年度 年度当初からの特別加配要望について 

（議長）より資料番号４をもとに『現在、手帳を持つ児童については市からの人件費補助があるが、家庭の事情

で手帳の申請をされない家庭や学習障害等があるが知能指数が高いため手帳がない児童が増加している。主

任者会議でも先生方の不安や苦労が報告されている。こういった現状を踏まえ今年度から法人で特別加配の

予算が計上されている。来年度も予算を計上すべきと考えているが、４月から支援の必要な児童が入所し子ども

達の安全な生活を守るのが困難と予見される場合、会長名で要望書を上げてほしい。今日は要望書の雛形を

配布しているので提出される際は参考にしてほしい。』旨の説明がなされた。 

『加配をつけるまでの流れは、指導員からの報告書を執行部で確認し、検討内容を報告した上で理事会に諮り、

可決されれば、速やかに特別加配が配置される。』旨の追加説明がなされた。 

 

④ 保育理念の制定について 

（横田理事長）より資料番号５｢保護者から寄せられた意見｣と追加で配布した資料、｢指導員から寄せられた意

見｣をもとに『今年度中に、保護者からの意見と指導員からの意見をすりあわせ、執行部と指導員との話し合いで

一緒に作っていきたいと思う。また、これに基づき保育計画を定め、来年度事業計画をたてていきたい。』旨の

報告がなされた。 

 

⑤ 法人主催 AP 研修会の参加申込みについて 

（議長）より『１月７日付けで参加申込書を配布しているので是非参加してほしい。託児は４歳以上で、４歳未満

の子どもさんは親元で一緒にきくことが出来るので周知をお願いしたい。』旨の依頼がなされた。 

 

（横田理事長）より『AP 研修会は、筑紫野市からの後援をもらっており、２月２日の天拝での研修会には藤田市

長もお見えになる。学童に通われている保護者だけではなく、皆さんの友人の方や地域の方も参加可能なので

ぜひ参加してほしい。』旨の依頼がなされた。 

 

（原田 岡理事）より『市の広報紙には載せないのか。』旨の質問がなされた。 

 

（横田理事長）より『現状の周知の状況としてはホームページのお知らせに掲載し、学童の他小学校での周知を

考えている。今後は市の広報紙でも周知したいと思っているが、参加人数とその収容の問題（大きく周知して学

童の収容人数を超えても困る）や広報紙掲載のスケジュール調整がある。今回は天拝と山口での参加状況を考

え来年度以降の周知の方法や開催場所を検討したい。』旨の回答がなされた。 
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（原田 岡理事）より『指導員の特別加配に関する要望書もホームページからダウンロードできるのか。』旨の質

問がなされた。 

 

（横田理事長）より『特別加配に関する要望書の雛形については、現在ホームページからダウンロードできるよう

にはしておらず、事務局より各学童にメールにて配信している。今後については、事務の効率化推進を進め、す

べての規程・規則や書式、基準等についてはライブラリーをつくりホームページ上で見ることや印刷ができるよう

にしたい。今回稼働したホームページには事務の効率化や情報共有の促進ということで、指導員専用ページと

役員専用ページを作っているが、その中身の整備についてはこれからである。情報の開示を出来るところはして

いき、情報共有を図るために今後積極的に使っていきたい。現在、役員専用ページでは今年度の議事録を見

ることができる。』旨の回答がなされた。 

 

（議長）より『指導員の特別加配に関する要望書は、まだホームページには載っていないので、各学童に配信さ

れたものを使っていただきたい。』旨の補足がなされた。 

 

（原田 岡理事）より『役員専用ページや指導員専用ページはパスワードが必要と思うが、人が変わった場合変

えるのか。』旨の質問がなされた。 

 

（横田理事長）より『専用ページには個人情報は載せず、書式や規程・議事録等を載せる予定であるが、一定の

アクセス権を設定する必要はあると思う。今後どのようなアクセス権を設定し、運用の方法をどうするのか議論す

る必要がある。※３』旨の回答がなされた。 

 

 ※３ パスワードを誰に、いつ、どのような方法で割り当てるか等 

 

⑥ HP 稼働について 

（議長）より『先程から話が出ているようにホームページでは、既に運用を開始している。AP研修のお知らせや職

員の募集情報等は早めに掲載していく。』旨の説明がなされた。 

 

⑦ ドッジボール大会の会計報告及び課題等について 

（阿志岐 山内理事）より平成２４年度ドッジボール大会反省・報告（抜粋）及び平成２４年度ドッジボール大会収

支決算書をもとに、学童からの意見・感想の報告と決算報告がなされた。 

 

（議長）より『阿志岐、二日市東からはたくさんの保護者の動員で大変なようだった。来年度以降の交流会をどの

ようにしていくか交流費をどのように使っていくか等、次年度の交流会の参考になればと思う。』旨の意見がなさ

れた。 

 

最後に、髙木副理事長より、次回の理事会の日程と場所の説明がなされ散会した。 

 

時に 21 時 04 分終了 


